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大フィーバー

あゆとうなぎの

つかみどり

台風11号の過ぎ去った後の行事であったため、開催が危ぶまれていた、アユとうなぎ

のつかみどり、当日は川の水も引き予定どうり行なわれました。

クーラーまで用意した人、親子で挑戦する人等、約500人が大集合。

水の中では魚が主役、逃げる魚と追っかけまわす人、この根んくらべ、結局は人間に

軍配が上りました。

〔写真：鹿野川夏まつりあゆとうなぎのつかみどり大会〕

今月号の主な内容 町民のうごき

＝町報＝

唖元年総体漕艇選手権大会終る… 2

唖にぎわった鹿野川夏まつり••…• 3 

Ill町内小学校水泳大会•……•.....．． 4

＝農林だより＝

衡農協共済友の会、総会

推進大会・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 6

蔓今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..9 

＝公民館報＝

ltl「差別の現実に学ぶ」

町同対協総会講演から………10

ltl第 9 回サマースクール•……… ••13

人口 3,632人(+2) 

男 1.7 53人(+1) 

女 a1,8 7 9人(+1) 

世帯数 1,025幕（土0)

（平成元年7月末日現在）
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平
成
元
年
度
全
国
高
校
総
合
体
育

大
会
漕
艇
競
技
が
、
八
月
二
日
か
ら

六
日
ま
で
鹿
野
川
湖
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

二
日
、
午
後
三
時
三
十
分
か
ら
始

ま
っ
た
開
会
式
に
は
、
北
は
北
海
道

南
は
沖
縄
ま
で
四
十
七
都
道
府
県
よ

り
百
十
二
校
、
千
八
百
名
の
選
手
お

よ
び
役
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 
開
会
式
で
は
、

柳
大
会
委
員
長

が
開
会
宣
言
、

つ
づ
い
て
国
旗
、

高
体
連
旗
、
大

会
旗
、
町
旗
な

ど
の
掲
揚
、
前

年
度
優
勝
の
滋

賀
県
、
善
所
高

校
（
男
子
ナ
ッ

ク
ル
）
他
五
校

よ
り
優
勝
旗
、

優
勝
杯
が
返
還

さ
れ
ま
し
た
。

歓
迎
の
あ
い

さ
つ
の
中
で
大

野
町
長
（
大
会

名
誉
副
会
長
）

は
、
自
然
と
人

中野小学校鼓笛隊があたたかく歓迎

情
豊
か
な
活
力
あ
る
町
づ
く

り
の
た
め
に

「風
お
こ
し
」

運
動
を
推
進
中
で
す
。
山
高

く
水
清
き
愛
媛
、
風
の
ま
ち

肱
川
、
選
手
諸
君
の
青
春
の

記
念
の
土
地
と
な
っ

た
わ
が

町
と
よ
り
よ
き
縁
の
結
ば
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
と
述

べ
ま
し
た
。

元
年
総
体
漕
艇
選
手
権
大
会

平成元年度 第37回高校漕艇選手権大会入賞クルー

種 目 JI原 位 優 勝 準 優 勝 3 位

男子ナックルフォア
茨城県江戸川学園取手高校 兵庫県立洲本局校 示都府立東舞鶴高校

4'00" 03 4 I 02 II 84 4'05" 00 

女子ナックルフォア
石川県立七尾局校 福井県立美方晶校 京都府立東舞鶴両校

4'34" 00 4'38" 33 4'40" 59 

男子シェルフォア
福島県立会津局校 兵庫県立柳学園品 校 富山県立八尾高校

3'33" 62 3'33" 79 3'3 5'.’30 

女子 、ンェ ルフォア
富山県立八尾両校 滋賀 県立八幡商業 青森県立田名部局校

4'02" 06 4'06" 06 4'08" 72 

男子 、ンソグ ルスカル
宮城県石巻工業両校 福井県立小浜水産局校 山口県立安下庄尚 校
牛渡順 4'06" 20 岡田和裕 4'07''96 東谷雅彦 4'll" 97 

女子、ンソグルスカル
富 山県立八尾両校 一重県立宮川尚校 北海道網走向陽両校
石原昭子 4'38" 29 小倉寿 4'39" 69 木村理絵 4'42" 42 

※数字は、決勝戦のレースタイムです。

今
大
会
の
開
会
式
に
は
、
大
洲
高

校
の
ブ
ラ
ス
バ
ソ
ド
が

「
四
国
に
競

え
」
他
の
演
奏
、
大
洲
農
高
生
に
よ

る
、
半
年
が
か
り
で
育
て
た
サ
ル
ビ

ア
の
花
（
プ
ラ
ソ
タ
ー
百
五
十
個
）
が
~

会
場
に
飾
ら
れ
、
文
字
通
り
大
会
に
~

花
を
添
え
ま
し
た
。

ま
た
、
中
野
小
学
校
生
徒
七
十
名
~

の
ト
ラ
ソ
ペ

ッ

ト
を
加
え
た
鼓
笛
隊
~

が
、
白
の
ベ
レ
ー
帽
、
赤
や
白
の
カ
~

ラ
フ
ル
な
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
、

ド
リ
ル

~

演
奏
を
行
い
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し

~

こ
。
t
 四日

間
、
技
と
力
を
競
い
合
っ

た
~

青
春
の
力
漕
で
し
た
が
結
果
は
別
表
~

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

・

技
を
競
い
、
友
情
を
結
び
、
さ
わ
~

や
か
に
去
っ
て
行
っ
た
若
者
と
、
本
~

大
会
を
裏
で
さ
さ
え
た
関
係
者
の
皆
~

さ
ん
の
協
力
、
参
加
の
仕
方
こ
そ
ち
~

が
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
成
功
し
た
大
~

会
で
し
た
。

今
年
の
大
会
ス
ロ

ー
ガ

ソ
は
、
競
~

え
技
、
結
べ
友
情
、
さ
わ
や
か
に
。
~

三
日

か
ら
は
、
実
際
の
競
技
が
始
~

ま
り
日
頃
の
練
習
成
果
を
競
い
ま
し
~

た
が
、
地
元
愛
媛
県
勢
の
決
勝
進
出

~

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
大
会
成
績
の
特
色
は
総
体
的
に
~

東
北
勢
の
健
闘
が
光
っ
た
大
会
で
し
~

こ
。
t
 なお

、
来
年
度
の
こ
の
大
会
は
宮
~

城
県
迫
町
（
長
沼
漕
艇
場
）
で
開
催
さ
~

れ
ま
す
が
、
閉
会
式
の
中
で
大
野
町
~

長
よ
り
、
高
体
連
旗
、
大
会
旗
が
宮
~

城
県
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

~
＇ヽ

（
町
長

侶

風

お

こ

し

に

呼

応

し

養

老

酒
造
か
ら
本
醸
造
酒

「
風
の

風
:
L
`
`
〗
[
/
＿
-
〗

□

ら
「
町
長
は
ど
の
酒
で
も
う
ま
い
の

と
違
う
の
か
」
と
誰
か
が
意
地
悪
を

言
っ
た
。

山
内
家
と
ご
親
戚
の
大
阪
の
山
根

輝
久
氏
か
ら
、
こ
こ
数
年
、
年
に
何

回
も
町
お
こ
し
や
特
産
の
資
料
を
送

っ

て
い
た
だ
く
。
図
書
四
冊
、
雑
誌
三

冊
、
新
聞
切
抜
ぎ
五
十
八
枚
。
い
つ

も
こ
ん
な
調
子
で
あ
る
。
「
山
根
文

庫
」
と
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
広
報
で
紹
介
し

た
と
お
り
東
京
肱
川
会
の
大
越
譲

氏
か
ら
電
話
が
あ
り
、
栗
良
平
童

話
作
品
集
と
朗
読
カ
セ
ッ

ト
を
各
学

校
、
公
民
館
へ
会
か
ら
寄
贈
す
る
と

の
こ
と
で
送
ら
れ
て
き
た
。
作
品
の

中
の

「一

杯
の
か
け
そ
ば
」
は
人
々

を
感
動
さ
せ
、
話
題
に
な
っ
た
。
多

く
の
方
が
協
力
下
さ
る
、
ふ
る
さ
と

へ
の
気
持
ち
は
ま
こ
と
に
あ
り
が
た

い
。
然
し
、
他
郷
に
お
ら
れ
る
人
た

ち
は
み
な
裸
一
貫
か
ら
の
人
生
を
築

い
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
甘
え
っ

放
し
で
は
い
け
な
い
。
そ
の
人
た
ち

に
応
え
る
郷
土
づ
く
り
に
頑
張
り
た

、0し
風
は
人
を
結
び

人
と
自
然
を
結
ぶ

見
え
な
い
靱
帯
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歩行者天国は今年も大繁昌

”
今
年
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
は
、
毎

年
八
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
元

年
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

魚のつかみどり名人も

あらわれる

にぎわった鹿野川夏まつり

（
漕
艇
の
部
）
が
鹿
野
川
湖
で
開
催
さ

れ
た
関
係
で
、
そ
れ
ら
の
前
夜
祭
と

し
て
八
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
七
夕

笹
飾
を
始
め
と

し
、
歩
行
者
天

国
で
は
ビ

ッ
ク

リ
市
、
役
場
裏

で
の
ア
ユ
と
ゥ

ナ
ギ
の
つ
か
み

ど
り
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
盆
踊

り
、
等
々
各
会

場
で
は
沢
山
の

人
が
訪
れ
終
日

賑
わ
い
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国

で
は
、
射
的
、

タ
コ
焼
、
金
魚

す
く
い
、
か
き

氷
な
ど
の
出
店

が
並
び
、
子
供

や
家
族
連
れ
が
楽
し
く
往
来
し
ま
し

こ。t
 ァ
ュ
と
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
ど
り
は

大
好
評
で
、
大
人
、
子
供
の
別
コ
ー

ナ
ー
に
区
切
っ
て
行
い
一
時
間
に
わ

た
っ
て
追
い
か
け
、
ウ
ナ
ギ
十
六
匹
、

ァ
ュ
ニ
十
八
匹
を
手
に
し
た
、
つ
か

み
ど
り
名
人
も
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
た
に
郷
土
芸
能
の
神

縄
神
楽
も
夜
神
楽
と
し
て
中
学
校
々

庭
の
特
設
舞
台
で
行
わ
れ
、
盆
踊
り

も
含
め
て
盛
況
で
し
た
。

夏
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花

火
大
会
に
は
納
涼
客
が
大
勢
集
ま
り

轟
音
と
夜
空
の
芸
術
を
た
ん
の
う
し

て
い
ま
し
た
。

漕
艇
大
会
に
参
加
し
て
い
る
選
手

達
も
、
こ
れ
程
身
近
で
見
る
花
火
と

ドーンと今年も夜空は花ざかり

御
協
力
を
頂
い
た
方
々
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七

夕

笹

飾

り

入

賞

一

玉
＾
の
川
賞
福
栄
堂
菓
子
舗
-

：

七

夕

賞

八

重

商

店

{

銀

河

賞

高

野

頼

信

ー
天
の
羽
衣
賞
合
和
気
商
店

i

一
織
姫
賞
ク
ィ
ー
ソ
美
容
室
一

r
,
＇9
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,
-

観
光
協
会
長

夏
祭
り
の
最
後
を
飾
る
花
火
大
会

に
つ
い
て
は
、
毎
年
町
内
の
皆
様
に

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
同
時
に
皆
様
の
益
々
の
御
隆
昌
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

三
瀬
建
設
圏
、
固
浜
田
火
薬
店
、
山

下
建
築
、
上
甲
商
店
、
小
田
商
店
、

鹿
野
川
荘
、
小
藪
温
泉
、
湖
仙
荘
、

沖
野
順
敬
、
北
本
登
、
す
が
や
旅

館
、
川
上
建
設
固
、
固
谷
本
石
油
店
、

宇
和
川
建
設
固
、
川
上
区
生
コ
ソ
闊
、

谷
本
酒
店
、
池
田
た
た
み
店
、
上
田

建
設
閻
、
固
今
岡
商
店
、
鉾
岩
商
店
、

東
商
店
、
丸
山
電
工
面
、
固
鹿
野
川

車
検
整
備
セ
ソ
タ
ー
、
リ
リ
ー
美
容

岩
田

清
茂

御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

轟
音
は
初
め
て
だ
と
驚
い
て
い
ま
し

こ。t
 

室
、
白
岩
米
穀
店
、
金
野
翌
、
と

み
な
が
、
橋
本
タ
ソ
ス
店
、
鹿
野
川

被
服
面
、
坂
本
旅
館
、
川
上
自
転
車

店
、
宮
川
自
転
車
店
、
圏
鹿
野
川
主

婦
の
店
、
福
田
哲
秋
、
河
内
写
真
館
、

水
口
健
一
、
曽
根
時
計
店
、
和
気
千

秋
、
わ
こ
う
、
岩
田
清
茂
、
ク

ロ
ー

バ
ス
タ
ソ
プ
会
、
久
保
興
業
閥
、
闊

西
田
興
産
、
川
上
商
工
会
、
肱
川
農
協
、

肱
川
町
森
林
組
合
、
和
気
富
勅
、
八
重

商
店
、
和
気
睦
明
、
ひ
か
り
美
容
室
、

福
田
保
、
三
瀬
算
雄
、
佐
藤
久
網
、

向
今
和
気
商
店
、
ク
ィ
ー
ソ
美
容
室
、

肱
川
郵
便
局
、
養
老
酒
造
卸
、
冨
永

新
一
、
堀
和
明
、
鹿
野
川
タ
ク
シ
ー
、

川
上
石
油
、
肱
川
自
動
車
整
備
工
場
、

鹿
野
川
ホ
ー
ル
、
鹿
野
川
ガ
ス
販
売

所
、
伊
予
肱
川
簡
保
セ
ソ
タ
ー
、
藤

本
畳
店
、
千
代
屋
鹿
野
川
店
、
橋
本

豆
腐
店
、
河
野
刻
夷
、
固
松
岡
建
設
、

佐
藤
鮮
魚
店
、
鹿
野
川
セ
ソ
タ
ー
、

大
西
ク
リ
ー
ニ
ソ
グ
店
、
中
岡
左
官
、

金
森
勝
、
小
松
製
作
所
、
村
田
勝

好
、
宮
本
建
築
、
冨
永
農
園
、
四
電

鹿
野
川
営
業
店
、
千
代
屋
大
駄
場
店
、

桑
原
電
工
面
、
桑
原
房
利
、
冨
永
建

設
面
、
肱
川
建
設
工
業
闊
、
と
み
な

が
理
容
、
天
坊
山
、
日
産
サ
ニ
ー
大

洲
営
業
所
、
町
長
・
大
野
和
、
肱

川
町
議
会
議
員
、
役
場
職
員
会
、
ひ

じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー
、
中
田

一
見
、
水
池
重
徳
、
大
森
高
知
、
鹿

鳴
園
、
峠
大
林
組
、
鹿
島
建
設
。
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ヨーイドン、新記録に挑戦

平成元年度

后 (4)

:援に力泳また力泳
町内小学校水泳大会 ー／］

第
十
四
回
町

内
小
学
校
水
泳

大
会
が
、
七
月

二
十
一

日
町
民

プ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

選
手
達
は
、

ひ
と
き
わ
高
い

お
母
さ
ん
方
の

声
援
を
受
け
て
、

力
泳
又
力
泳
、

今
年
は
町
内
新

記
録
を
三
人
が

出
し
ま
し
た
。

大
会
の
記
録

は
次
の
通
り
で

す。

男 子

，，，，， 子 1 位 2 位 3 位
種 目

年 記録 氏名 校記録 氏名 校記録 氏名 校

3 25m自
23"0 冨永 優大 23’'8 久保田哲也 中 24’'9寺岡裕治 大

50m自 55"0 冨永優大 58"0寺岡裕治 大 59"0谷本 光正

年 25m平

25m自 19"6 椿野洋介 正 20"6二宮和也 中 2l‘'9中岡 洋正
4 

50m自 45"5 山田智巳正 47'‘9椿野洋介 正 51"9冨永周作 中

25m乎 26"6 山田智巳正 27‘’6和田卓也 予 29"5二宮和也 中

年
29"2 寛正25m背 中岡

25m自 18"3 白尾善洋 中 20"2兵頭浩次 大 20"5清水論一郎予
5 

50m自 45"1 山本幸司 大 46"7兵頭浩次 大 49"5清水諭一郎予

100m自 1'37"8 白尾善洋 中 l’46’'5山本幸司大

50m平 47"9 宮川彰浩 大 54’'5高尾和也 大 57"4清水満海大

◎100m平 1'43"5 宮川彰浩 大 2'00"5高尾和也 大 2'06"7沖田修二大
年

1'13"0 戸高陽祐 中50m背

25m自 16"8 山田天洋正 17’’o武田将晃 中 17"2山崎陽平予
6 

50m自 38"2 山田 天洋 正 38"7山崎陽平 予 40"0安川武生正

100m自 l'20"3 中岡 誠正 1'30"1 武田将晃 中 1'31"2安川武生正

50m乎 47’'o 上岡康貴正 so"s 宮尾公志岩 52"7福山 守正

年
1'43"1 上岡康貴 1'51"6 宮尾公志 1'52"9 100m平 正 岩 大塚正樹大

50m背 51"7 岩田慎吾 大 59"3 金森英紀中

25mパ 24"6 清水成仁 中 26"1福山 守正 28"4 清水満海大
フ

50mパ 55"8 清水成仁中

リ 75m個メ l'14’'6 中岡 誠正 1'16"2 岩田慎吾 大 l'27’'8 金森英紀中

150mMR 2’16'‘O 正 山小 2'27"2 大谷小 2'43"1 中野小

I 
200mR 2'47"3 中野小 3'01"9 正 山小 3'02"2 予子林小

肱川町内小学校水泳大会記録一覧表
女子

子，，，，， 1 位 2 位 3 位
種 目

年 記録 氏名 校記録 氏名 校記録 氏名 校

3 
25m自 21"9 冨永可愛 中 22"O中岡 愛正 24"1 周藤 忍中

50m自 50"3 岩田美紀 大 53"5中岡 愛正 55"1 冨永早苗 大

年
25m平 27"5 岩田美紀 大

25m自 20"2 山本実稚香 大 21"8大塚理恵大 23"8東 志帆予
4 

50m自 46"4 上田由香利 大 50"7大塚理恵 大 55"8森岡千景 予

25m平 26"8 智葉寿美恵正 28"1上田縁由香 大

年
25m背 23"4 大 31"0 予 33"4宮川由 紀 東志帆 安川千 春正

25m自 20"3 和気早苗 岩 22"O椿野沙織正 22"l曽根美穂子 中
5 

◎50m自 37"4 吉田 恵正 39"3 鳥越絵美 中 51’'8曽根美穂子 中

◎100m自 1'25"3 吉田恵正 1'34"6鳥越絵美中

50m平 51’’o 白岩美里 中 52’'5村田志麻正 52’'8和気早苗 岩

100m平 l'54"6 村田志麻 正 l'59’'0白岩美里中

年
1'10"7 50m背 藤井 由紀中

25m自 19"3 熊野葉留奈 正 19"6中川由美 岩 21"7冨永小都恵岩
6 

50m自 37'’6 岩岡真理子 大 39"7安川 忍正 44"4 中川由美岩

100m自 1'26"1 岩岡真理子 大 1'34"2安川 忍正 1'49"2 松尾順子岩

50m平 52"9 兵頭直美 正 55"6二宮亜紀子中

年
2'01‘'l 2'01’’6 100m平 兵頭直美 正 二宮亜紀子中

50m背 44"5 冨永小百合 大 so"s 桜田ひろみ 正 56"8 冨永加代子中

25mバ 24"7 山本実稚香 大 26"4 和気智恵美中
フ

50mバ 1'04''6 和気智恵中

リ 75m個メ l'1 2 " 7 冨永小百合 大 l'19 " O 桜田ひろみ 正 1'20"7 宮川由紀子大

150mM R 2'18’'8 大谷小 2’24"9 正山小

I 
200mR 2'56'’o 中野小 3'02"6 正 山 小 3'16"4 大谷小

男

◎＝町内小学校水泳大会新記録

子 中岡 誠 正 山 小 75m個メ 3位

氏 名 学校名 種 目順位 1正山小学校 I ” | 150mMR I 1位 1
宮 川 彰浩 大谷小 50m平泳 1位 女 子
II 

” 100m 11 1位 氏 名 A 子 校 名 種 目 順位

山崎陽平 予子林 小 50m自 2位 冨永小百合 大 谷 小 50m背 2位

上岡康 貴 正山小 100m平 2位 吉田 恵 正 山 小 50m自 3位

中岡 誠 ” 100m自 3位 正山小学校 ” 200mリレー 1位
上岡康貴 ” 50m平泳 3位 大谷小学校 大 谷 小 150mMR 3位

喜
多
郡
小
学
校
水
泳
大
会

小
学
校
の
郡
水
泳
大
会
は
七
月

二
十
七
日
五
十
崎
町
天
神
小
学
校

プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
肱
川
町
か

ら

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
参
加
し

ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
力
を
十
分
発
揮

し
好
成
績
を
得
ま
し
た
。

郡
大
会
で
も

が
ん
ば
っ
た



(5) ~。⑬。領） 匈

◎
支
給
の
方
法

戦
没
者
一
人
に
対
し
て
、
額
面
十

八
万
円
の
記
名
国
債
で
支
給
さ
れ
、

団
平
成
二
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
に
わ

た
り
、
毎
年
三
万
円
づ
つ
償
還
さ
れ

る。

g 

戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
以
降
、
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権

を
有
し
て
い
た
人
が
失
権
し
て
、
現

在
国
か
ら
の
処
遇
を
受
け
て
な
い
遺

族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

”
 ◎
支
給
対
象
者

主
と
し
て
次
の
遺
族
の
う
ち
、
次

の
順
序
に
従
っ
て
、
最
も
順
位
が
先

桂ケ丘墓地を分譲
します

まれ て分

申
でる墓い譲町
方地まを営

〗｀日す゜亨り
下
セを お丘

さ
ソ希 り墓

し、 夕望 行地。1 さ つの

お
問
い
合
わ
せ
は

電
話
三
四
ー
ニ
三
四
〇

犀
込
資
格

①
肱
川
に
住
所
が
あ
る

人。

の
方
一
人
に
限
り
ま
す
。

①
平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔

慰
金
（
遺
族
国
庫
債
権
を
受
け
た
方
。
）

②

戦

没

者

の

子

③
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い

た
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹
。

◎
請
求
の
期
限

請
求
期
限
は
、
平
成
四
年
六
月
二

十
七
日
で
す
。
期
限
ま
で
に
請
求
し

な
い
と
受
給
で
き
な
い
。

◎
受
付
窓
口

役
場
の
福
祉
係
で
す
。
支
給
条
件

や
支
給
順
位
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は

役
場
の
福
祉
係
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

②
肱
川
町
に
本
籍
の
あ

る
人
。

◎
墓
地
の
面
積

一
区
画
、
ニ
・
ニ
坪

（
縦
三
．

o
m
横
ニ
・
四

m)

◎
購
入
価
格

一
区
画
、
四
十
四
万
円

（
墓
石
、
霊
標
は
故
人
で
建
立
）

◎
分
譲
区
画
数
十
七
区
画

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
保
健
セ

ソ
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
応
募
区
分

小
学
校
低
学
年
の
部
（
一
、

小
学
校
中
学
年
の
部
（
三
、

小
学
校
高
学
年
の
部
（
五
、

中
学
生
の
部

母
親
一
般
の
部

二
年
生
）

四
年
生
）

六
年
生
）

応
募
方
法
、
そ
の
他
詳
し
く
は
役

場
（
総
務
課
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

◎
応
募
期
間

平
成
元
年
七
月
一
日
ー

九
月
二
十
日
（
当
日
消
印
有
効

◎
作
文
の
題
材

我
が
家
の
交
通
安
全

作
文
募
集
要
領

戸安全家族会議
作―文募!農J 

交
通
事
故
を
な
く

す
る
た
め
に
は
私
達

一
人
ひ
と
り
が
、
交

通
安
全
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ

ん
の
家
庭
（
学
校
職

場
や
地
域
を
含
む
）

に
お
い
て
交
通
安
全

に
つ
い
て
考
え
、
話

し
合
っ
た
内
容
や
方

法
、
そ
の
結
果
実
行

し
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
作
文
し

て
く
だ
さ
い
。

□戸ーの雨量つて
・マ．どのくらいロ

町
道
、
赤
岩
ー
下
谷
線
の
ほ
ぼ
中

央
（
通
称
ツ
ノ
ウ
チ
）
に
元
県
議
会
議

員
、
村
長
等
他
の
要
職
に
あ
っ
た
谷

本
義
光
氏
（
故
人
）
の
顕
彰
碑
が
あ
る
。

同
氏
は
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
三
日

付
、
勲
五
等
瑞
宝
章
、
昭
和
五
十
五

年
に
は
従
六
位
追
賜
を
受
彰
さ
れ
た

町
の
先
駆
者
で
あ
る
。

こ
の
顕
彰
碑
は
昭
和
四
十
六
年
に

建
立
さ
れ
た
が
、
こ
の
程
、
地
域
の

有
志
（
安
川
正
則
さ
ん
他
）
が
発
起
人

と
な
り
、
鋳
物
製
に
し
た
谷
本
義
光

氏
の
経
歴
板
が
建
て
ら
れ
た
。

（縦
70cm
横
80cm)
有
志
の
皆
さ
ん

の
話
に
よ
る
と
、
同
氏
は
地
域
の
大

先
輩
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
方
面
に

お
い
て
功
績
は
偉
大
、
そ
れ
を
次
の

時
代
に
き
ち
っ
と
引
き
継
い
で
い
き

台
風
の
、
ソ
ー
ズ
ソ

で
す
。
天
気
予
報
で

「
雨
量
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
し
ま
す
。

雨
量
の
測
定
の
仕
方

は
、
直
径
二
十
セ
ソ

チ
メ
ー
ト
ル
の
円
筒

を
地
上
に
置
き
、
そ

の
中
に
た
ま
っ
た
雨

水
の
深
さ
を
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
単
位
で
は
か
り

ま
す
。雨
量
一
ミ
リ
と
い

う
と
少
な
い
と
感
じ

る
人
が
以
外
に
多
い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
三
十
三
面
（
十
坪
）
の

庭
に
一
ミ
リ
の
雨
に
相
当
す
る
水
を

ま
こ
う
と
す
る
と
、

十
八
リ
ッ
ト
ル

（
一
斗
）
ポ
リ
タ
ソ
ク
で
二
本
分
の
水

が
必
要
で
す
。

で
す
か
ら
、
集
中
豪
雨
な
ど
で
降

る
百
ミ
リ
ニ
百
ミ
リ
と
い
っ
た
雨
は
、

膨
大
な
水
の
量
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

立派に出来上がった功績碑

た
い
。
こ
う
い
う
活
動
も
地
域
の

「
風
お
こ
し
」
の
ひ
と
つ
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
話
し
て

い
る
。

地
域
の
話
題
①

先
輩
の
功
績
を
次
の
時
代
へ



1。0。領） 母OO湛我⑭ 屈 (6)

講演される 槍垣通夫先生

去
る
七
月
十
八
日
、

鹿
野
川
荘
に
於
て
、

平
成
元
年
度
、
農
協

共
済
友
の
会
総
会
並

び
に
推
進
大
会
を
開

催
し
た
。

大
会
で
は
先
ず
会

長
あ
い
さ
つ
副
会
長

の
亀
田
元
市
氏
よ
り

大
会
出
席
の
お
礼
と

共
済
の
必
要
性
等
を

話
さ
れ
引
続
き
優
績

者
表
彰
が
行
わ
れ
契

約
高
一
億
円
以
上
達

成
さ
れ
た
山
槌
部
落

の
久
保
田
守
様
他
四

名
と
六
十
三
年
度
中
に
於
て
新
契
約

高
五
千
万
円
以
上
の
安
川
正
則
様
他

一
名
の
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
組
合
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓

祝
辞
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
議
事
に

入
っ
て
昭
和
六
十
三
年
度
の
経
過
報

告
と
友
の
会
々
則
審
議
続
い
て
友
の

会
役
員
の
補
欠
選
任
が
あ
り
宇
和
川

地
区
幹
事
の
村
上
春
義
氏
に
変
わ
っ

て
嘉
城
部
落
の
上
田
武
氏
が
選
任

さ
れ
た
。

引
続
ぎ
平
成
元
年
度
共
済
推
進
大

会
に
切
り
替
え
、
元
年
度
共
済
推
進

を
二
十
七
億
五
千
万
円
と
し
、
講
演

に
う
つ
っ
た
。
講
師
に
は
県
予
防
医

学
協
会
事
務
局
長
の
檜
垣
通
夫
先
生

熱心に聞き入る友の会の皆さん

の
お
話
し
で
、
洞
題
は
「
あ
な
た
は
、

百
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
」
と
題
し
そ

れ
ぞ
れ
自
分
で
出
来
る
健
康
管
理
に

つ
い
て
非
常
に
参
考
に
成
る
有
意
義

な
お
話
し
を
頂
い
た
。

最
後
に
決
議
で
中
野
部
落
の
曽
根

幹
男
様
に
よ
り
平
成
元
年
度
推
進
目

標
二
十
七
億
五
千
万
円
を
早
期
必
達

し
よ
う
と
力
強
い
決
議
文
の
朗
読
が

有
り
満
場
の
拍
手
で
原
案
通
り
採
択

さ
れ
会
を
閉
会
し
た
。

会
終
了
後
は
全
員
で
懇
親
会
に
入

り
、
親
睦
を
深
め
乍
ら
わ
き
あ
い
あ

い
の
内
に
会
を
終
了
し
た
。

徳
島
神
山
農
協
を
視
察

八
月
三
日
、
ゆ
ず
部
会
の
み
な
さ
ん
三

十
三
名
が
梅
、
す
だ
ち
、
ゆ
ず
等
、
果
樹

生
産
で
有
名
な
徳
島
県
の
神
山
農
協
を
視

察
し
ま
し
た
。

神
山
農
協
は
、
吉
野
川
の
支
流
鮎
喰
川

の
上
流
に
位
置
し
、
徳
島
か
ら
二
十
四
キ

ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

管
内
は
約
八

0
％
が
山
林
で
標
高
は

一

0
0
メ
ー
ト
ル
と
い
い
ま
す
か
ら
ち
ょ
う

ど
肱
川
と
同
じ
よ
う
な
か
ん
じ
で
す
。

管
内
で
は
、
水
稲
―
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

梅
―
二

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
す
だ
ち
、
ゆ
ず

な
ど
雑
柑
が
一
八
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
花
き

類
九
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
主
な
生
産
物
で
す
。

神
山
町
二
の
宮
の
多
田
謙
一
さ
ん
（
故

人
）
の
お
宅
を
訪
ね
ま
し
た
。
多
田
さ
ん

ー
ト

ピ

ッ

ク

ス

ー

動
力
噴
霧
機
付
営
農
車

新
発
売

農
作
業
の
機
械
化
・
省
力
化
が
進
む
中

で
、
営
農
車
は
農
作
物
の
運
搬
や
農
家
の

便
利
な
足
と
し
て
好
評
を
得
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、

一
方
で
は
「
営
農
車
は
市
販

と
変
わ
ら
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
営
農
車
と
し
て
の
独

自
性
を
い
か
し
、
経
費
節
減
を
め
ざ
し
た

多
機
能
軽
ト
ラ

ッ
ク
を
、
全
農
の
取
引
メ
ー

カ
ー
が
開
発
し
た
ト
ラ
ッ
ク
は
、
農
作
物

の
の
育
成
に
不
可
欠
な
噴
霧
作
業
・
散
水

作
業
、
そ
れ
に
各
種
洗
浄
作
業
な
ど
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
脱

は
、
暖
地
リ
ソ
ゴ
の
先
駆
者
で
す
が
研
究

熱
心
で
、
梅
、
ゆ
ず
な
ど
に
も
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
特
に
ゆ
ず
は
農
林
省
の

種
な
し
ゆ
ず
で
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た

「多
田
錦
」
の
生
み
の
親
と
し
て
も
有
名

な
方
で
す
。
今
は
奥
さ
ん
の
コ
ナ
ミ
さ
ん

(86
歳
）
が
一
人
で
管
理
を
し
頑
張
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

指
導
員
の
高
橋
さ
ん
は
「
主
産
地
形
成

の
た
め
に
苗
代
を
無
料
と
か
、
加
工
場
施

設
の
助
成
と
か
町
か
ら
い
ろ
い
ろ
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
後
継
者
不

足
、
嫁
不
足
、
第
2
種
兼
業
へ
の
移
行
、

過
疎
化
の
問
題
」
な
ど
…
…
同
じ
悩
み
を

か
か
え
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
居
ら
れ
ま

し
た
。

コ
ナ
ミ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
元
気
な
姿
と

見
事
に
管
理
さ
れ
た
ゆ
ず
園
に
参
加
者
全

員
や
る
気
に
な
っ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

（中）

：< 

着
労
力
の

い
ら
な
い

機
動
性
を

も
た
せ
る

・

た
め
、
コ

ン
パ
ク
ト

設
計
と
し

ま
し
た
。

定
価
は

八
七
万
一

千
円
で
、
ト
ラ
ッ
ク
と
動
噴
セ
ッ
ト
を
別
々

に
購
入
す
る
よ
り
五
万
円
近
く
安
く
な
っ

て
い
ま
す
。

※
一
、
車
種
は
営
農
サ
ソ
バ

ー
で
す
。

一
、
近
代
化
資
金
の
適
用
が
出
来
ま
す
。

農
機
部
又
は
融
資
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 新発売の動力噴霧機付営農車
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椎
茸
の
発
生
量
や
品
質
を
左
右
す

る
大
き
な
要
因
は
、
植
菌
後
二
夏
経

過
し
た
段
階
で
の
椎
茸
菌
糸
の
生
育

状
況
と
、
ほ
だ
場
環
境
や
気
象
条
件

に
よ
る
が
、
こ
こ
で
は
ほ
だ
木
内
の

原
基
形
成
と
発
生
の
し
く
み
に
つ
い

て
の
み
、
理
論
的
に
述
べ
る
事
に
し

ま
す
。椎
茸
が
発
生
す
る
ま
で
の
過
程
を

お
お
ま
か
に
分
け
る
と
、

①
ほ
だ
木
作
り

（
ほ
だ
木
内
に
菌
糸
が
蔓
延
し
林

内
部
や
甘
皮
を
腐
朽
さ
せ
る
。
）

②
原
基
作
り

（
き
の
こ
の
子
供
を
作
る
。
）

③
き
の
こ
作
り

（
き
の
こ
を
芽
切
ら
せ
、
生
育
さ

せ
る
。
）

そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
に
お
い
て
、
気

温
、
降
水
量
、
ほ
だ
木
内
の
養
分
と

水
分
等
の
物
理
的
条
件
が
充
分
満
足

、
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
椎
茸
の
発

生
が
悪
い
、
少
な
い
、
変
形
や
奇
形

が
多
い
等
の
悪
い
結
果
を
ま
ね
く
事

に
な
る
。

一
、
原
基
形
成
の
理
論

図
ー

1
は
、
き
の
こ
が
発
生
す
る

ま
で
の
三
つ
の
過
程
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
完
全
ほ
だ
木
と
は
、
植
菌

後
二
夏
経
過
し
た
頃
に
材
内
の
年
輪

が
見
え
な
い
位
に
な
っ
て
い
る
事
、

甘
皮
の
繊
維
が
見
え
な
い
位
に
な
っ

て
い
る
事
。
こ
の
ほ
だ
木
に
正
常
な

原
基
が
形
成
さ
れ
る
。

原
基
形
成
に
必
要
な
条
件
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

①

光（
内
樹
皮
に
と
ど
く
明
る
さ
）

②

温

度

(15
℃
ー

25
℃

.
2
0
℃
が
最
適
）

③

水

分

（
35
％
以
上
・
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ

の
生
木
の
保
有
す
る
水
分
）

以
上
が
必
要
で
あ
り
、
三
つ
の
内

―
つ
で
も
欠
け
る
と
原
基
は
形
成
で

ぎ
な
い
。
そ
の
三
つ
の
条
件
に
つ
い

て
詳
し
く
述
べ
る
事
に
す
る
。

①

光（
原
基
形
成
に
お
よ
ぼ
す
光
の
影

〗
[□
□三
｀
い
み

二
〗

論
と
き
の
こ
発
生
の
し
く
み

切
替
え
チ
ャ
ソ
ネ
ル
の
役
目
を
光
が

す
る
訳
で
あ
り
、
表
皮
を
透
過
し
甘

皮
に
と
ど
く
明
る
さ
が
必
要
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
ほ
だ
場
は
枝
打
、
間

伐
を
充
分
行
い
、
草
が
生
え
る
位
の

明
る
さ
を
確
保
し
て
お
き
た
い
。
暗

い
ほ
だ
場
で
は
、
表
皮
に
近
い
浅
い

所
に
小
さ
な
原
基
が
形
成
さ
れ
る
為

に
、
小
さ
な
肉
の
う
す
い
ぎ
の
こ
が

発
生
す
る
。
表
—

1

は
、
原
基
形
成

に
及
ぼ
す
外
樹
皮
厚
（
表
皮
）
の
影
響

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
皮

が
一
・
三

m
/
m
以
下
の
ほ
だ
木
に

多
く
形
成
さ
れ
一
・
七

m
/
m
以
上

に
な
る
と
極
端
に
少
な
く
な
る
。
鬼

肌
の
ア
ベ
マ
キ
や
老
齢
木
で
樹
皮
の

厚
い
ナ
ラ
等
で
は
、
ナ
タ
目
、
チ
ェ

ソ
ソ
ー
目
を
施
し
、

甘
皮
に
光
を
と

ど
か
せ
る
様
に
す
る
。

②

漏

度

（
温
度
の
影
響
）

（表
ー

2
)
は
、
品
種
別
に

10
℃
か

ら
25
℃
ま
で
の
一
定
温
度
の
下
で
原

基
形
成
個
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
品
種
が

15
℃
ー
25
℃
の
範

囲
で
形
成
さ
れ
、
そ
の
期
間
は

15
日

ー
30
日
位
で
あ
る
。

10
℃
で
は
、

90

日
位
の
長
期
間
を
要
し
、
個
数
も
少

な
い
事
か
ら
好
適
範
囲
と
は
言
え
な

い
。
こ
の
試
験
は
研
究
室
内
で
の
結

果
で
あ
る
の
で
、
自
然
条
件
下
の
ほ

だ
場
で
も
理
論
的
に
あ
て
は
ま
っ
て

い
る
か
を
調
査
し
た
結
果
が
（
表
—

’

3
)
で
あ
る
。
気
温
の
低
い
時
期
に

は
全
く
形
成
さ
れ
ず
、

9
月
ー

10
月

の
15
℃
ー

20
℃
で
は
、
全
て
の
品
種

に
形
成
さ
れ
る
。
肱
川
地
方
で
こ
の

温
度
が
得
ら
れ
る
時
期
は
、
早
生
栗

が
落
ち
る
頃
か
ら
晩
生
栗
（
ガ
ソ
ネ
）

が
落
ち
る
頃
で
あ
る
。

③

水

分

（
ほ
だ
木
含
水
量
の
影
響
）

（
表
ー
4
)
は
、
ほ
だ
木
含
水
量
の

影
響
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
基

形
成
は
湿
量
基
準
に
よ
る
ほ
だ
木
含

水
率
が

35
％
以
上
必
要
で
あ
り
、

55

％
ー
65
％
に
な
る
と
良
好
な
形
成
と

な
る
。
ほ
だ
木
内
水
分
を
増
加
さ
せ

る
為
に
は
、
自
然
の
降
水
量
が
多
い

ほ
ど
良
い
訳
で
あ
る
が
、
近
年
の
異

常
気
象
の
中
で
は
必
要
な
量
が
必
要

な
時
期
に
得
ら
れ
な
い
為
、
人
的
な

散
水
に
よ
っ
て
水
分
の
供
給
を
行
う

事
が
必
要
で
あ
る
。
ほ
だ
場
で
含
水

量
を
計
る
事
は
困
難
で
あ
る
為
、

（表
ー

5
)
の
ほ
だ
木
重
量
を
目
安
に

水
分
供
給
を
行
う
事
が
最
も
容
易
な

方
法
で
あ
る
。

④
人
為
的
な
原
基
形
成
の
手
段

原
基
形
成
の
た
め
に
は
、
光
、
温

度
、
水
分
が
必
要
で
あ
る
事
は
理
解

さ
れ
た
事
と
し
、
実
際
に
ど
の
よ
う

に
し
て
形
成
さ
せ
る
か
を
論
じ
る
。

ま
ず
、
ほ
だ
場
を
明
る
＜
し
、
甘
皮

ま
で
光
が
と
ど
く
様
に
す
る
事
。
早

生
栗
が
落
ち
始
め
、
ガ
ソ
ネ
が
落
ち

る
頃
の
気
温
15
℃
ー
25
℃
が
来
る
様

に
な
れ
ば
散
水
に
よ
っ
て
ほ
だ
木
内

に
水
分
を
供
給
す
る
。
散
水
は
、

10

日
間
隔
で

2
昼
夜
ー

3
昼
夜
を
最
低

3
回
繰
り
返
し
て
お
く
事
で
原
基
の

ば
ら
つ
き
を
作
る
。

1
回
目
に
散
水

し
た
分
が
秋
子
、

2
回
目
が
寒
子
、

（
次
ペ
ー
ジ
ヘ
）

表ー2 ほだ木上におけるシイタケの原基形成におよ圧す温度の影讐

品 種
培養温度（℃ ）

10 15 20 25 

101 8※ 39※ 64※ 31※ 

135 17 80 94 40 

241 13 51 92 47 

514 7 38 43 30 

610 8 40 53 7 

※ほだ木表面積1,000crri当たりの原基数（小松ら、 1982)

表ー1

ほだ木の外樹皮厚(mm)

シイタケの原基形成におよ匠す外樹皮厚の影響

供試ほだ木数

12 0.1,...._,0.15 

0. 2~0. 25 

0.3~0.5 

0.6~1.3 

1. 7~ 1. 8 

2.0~3.0 

原 数

58~120※ 

基

9

4

 

0

0

4

 

1

1

4

 

~

~

~

4

0

 

5

6

3

 

5

4

1

 

0

2

6

5

5

 

2

1

 

※原基数はほだ木表面積1,000c面当たりに換算した原基数を示す。
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r--------------------—----------------------------------------. ,.  __ jー ！

l ---ー瓢璽 □ ・ l l 
！ 優良材生産は直材づくりから．I ！ 
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I i i --. ・- -.. ------- i 
！ 

！ 肱川土場木材相場表 ！ 
！ 第 516回市平成元年 7月27日 1肱川町森林組合乾椎茸相場表 I i 
！ 県森連市より （単位オ当り：円） 1. 市売日 平成元年 7月17日 ！ i ~. 販売数醤60ケース 914.8kg i 
！ 長さ未口径

ス キ ヒノキマッ 1. 乎均単価 3,588円 ！ 
その他

i 
チョクマガリチョクマガリチョク 1． 銘柄別価格

i 7cm下本 180本 34本 296本 34 末パルプ i 
8~10cm上本 187本 108本 449本 244 未口 ? cm上

銘 柄巾 価比 率銘 柄 ljt {1lli 比 半 ！

i 4 m ll~12cm上 54 84 - 18cm上 63長さ1.7~1.9m 大 厚

i 13cm上 58 二 179 - 24cm上8125!
ー特用大葉

雑パルプ
中 厚 6,510 2 特用中葉 5, 100 2 ! 

! 18 cm上 61 - 186 ― 未口 7 cm上 ！ 
' I I I cm下本 126本 68本 87本 68 小 厚 5,090 I 3 特用小葉 4,417 

長さ 2m i 8cm上本 111本 87本 140本 106 39 大ウス 5, 780 1 大パレ 3, 541 2 i 
i 3 mll cm上 23 - 51 ― パリ材 中ウス ー

13cm上（三） 74 - 158 - 18cm上49 材（松・杉・桧）
ー中パレ 3, 748 12!  

J I li3cm上因 81 I -I 196 I -I 24cm上 60 末口 3~6cm 中小ウス ー小パレ 3, 583 18!  

！・ 18cm上 70 - 158 ー 長さ 2m 小ウス 4, 116 11変形 3, 551 5!  

i 12 mlt; 〗本 ;4 本 本 一4本 松ハリ材 72 、ンャミウス 2,640 3 色落ウス 3,890 2,！ 
16 cm上 28 56 13cm上 25 冬大 ー一色悪 3, 037 23 ! 

t 30 cm上 49 109 30cm上2516cm~22cm 冬i 3m77円、 ー里

13cm上一） 91 I I 330 
中 一 、ヽヽ、子 1, 623 7 i 

! 6 m 13cm上 ＝ ~ I 4 m 91円冬 ーその他 2,220 2 ! 

t 、 13cm上三） 109 284 
! ‘ ‘13cm上） 1.5概 要 全体的に強気相場であった。特に特用系、パレ系について ！ 
！ 小径木は弱気配、しかし6m松新材、檜は柱上材は は好相場であった。

i 鰤好相場となる。 ！ 

し＿―-一-----------------------------」
3
回
目
が
春
子
と
な
っ

て
分
散
発
生
し
、
集
中

発
生
を
防
ぎ
大
型
で
肉

厚
の
き
の
こ
が
発
生
す

る
様
に
準
備
を
さ
せ
る

事
で
あ
る
。

2
、
き
の
こ
発
生
の
し

く
み必
要
な
条
件
が
充
分

満
た
さ
れ
る
と
原
基
が

形
成
さ
れ
る
。
そ
の
原

基
が
き
の
こ
の
芽
と
な

る
為
の
必
要
条
件
は
、

水
分
と
各
品
種
に
合
っ

た
低
温
刺
激
で
あ
る
。

露
地
発
生
の
場
合
に
は
、

雨
や
雪
に
よ
り
水
分
が

供
給
さ
れ
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
が
、
散

水
に
よ
っ
て
供
給
し
芽

切
り
を
促
す
事
も
出
来

る
し
効
果
も
大
き
い
。

ま
た
、
低
温
刺
激
に
つ

い
て
は
、
秋
は
最
低
気

温
、
冬
は
最
高
気
温
が

引
ぎ
金
と
な
っ
て
芽
切

り
が
始
ま
る
。
さ
ら
に

品
種
に
よ
っ
て
低
温
刺

激
の
受
け
方
が
異
な
り
、

そ
の
目
安
と
し
て
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

低
湿
菌
：
．
降
雪
、
凍

結
時

中
低
温
菌
：
．
降
霜
時

中
湿
菌
：
・
ス
ス
キ
の

出
穂
時

表ー3 自然環境下における原基形成とほだ場気温との関係

品 種
2月14日ー 4月14日 9月17日一10月15日

5- 10℃※ 15-20℃※ 

101 

゜
27※※  

135 

゜
26 

241 

゜
33 

514 

゜
38 

610 

゜
27 

357 

゜
53 

1115 

゜
41 

林

※ほだ湯の平均気湿※※各品種、各実験時期ごとに、ほだ木10本ず
つを使用した結果を、ほだ木表面積1,000crri当たりに換算した原
基数を示す。

表ー 5 原基形成とホダ木の水分含水量

2年ほだ

3 II 

4 // 

含氷率35％時

のほだ木重量

6.5kg 

5.7 

4.9 

原基形成好適範囲

ほだ木重量ほだ木水分

7 -8. 5kgl 40-51% 

6.6-8.0 I 43-53 

6.1-7.3 I 48ー 56

表―-4

椎
茸
栽
培
は
、
自
然
の
天
候
に
左

右
さ
れ
豊
作
、
不
作
を
繰
り
返
し
な

が
ら
行
っ
て
来
て
い
る
が
、
今
後
経

営
の
安
定
の
為
に
は
椎
茸
茜
の
生
理

生
態
や
品
種
の
特
性
を
充
分
に
把
握

し
、
気
象
に
左
右
さ
れ
ず
高
位
安
定

生
産
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の

為
に
は
、
基
本
的
な
作
業
管
理
を
徹

底
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
財
）
日
本
き
の
こ
セ
ソ
タ
ー

松
山
事
務
所

大
洲
出
張
所

原基形成におよぼすほだ木含水量の影響

品 種
ほだ木含水率（％）

27-32 35- 50 55-65 

135 

゜
21-41※ 70-124※ 

241 0- 16※ 44ー 57 60-71 

357 O-9 35-50 41-62 

1166 0--16 20-54 64-104 

1115 

゜
26-55 37-93 

※コナラホダ木 12cmx 100cm ※各品種、各ほだ木含水率幅ごとに、ほだ木10本を使用した結
果を、ほだ木表面積1,000c面当たりに換算した原基数を示す。
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ロ
〗

夏
秋
き
ゅ
う
り

＿

‘

灌

水

梅
雨
が
明
け
る
と
高
温
・
乾
燥
の

時
期
が
つ
づ
く
。
き
ゅ
う
り
は
土
壌

の
乾
湿
の
変
化
を
ぎ
ら
い
、
乾
燥
が

つ
づ
く
と
い
ち
じ
る
し
く
生
育
が
阻

害
さ
れ
、
収
量
が
減
り
曲
が
り
果
な

ど
の
ク
ズ
果
が
ふ
え
る
。

灌
水
は
、
チ
ュ
ー
ブ
灌
水
が
よ
く
、

土
が
過
乾
燥
に
な
ぢ
な
い
う
ち
に
行

う
。
一
度
に
多
量
の
灌
水
で
は
、
根

ぐ
さ
れ
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し
、

少
量
か
ら
除
々
に
増
や
し
て
い
く
。

”
常
時
多
量
の
灌
水
は
、
土
壌
の
酸

素
量
を
少
な
く
す
る
。

二
、
草
勢
回
復

収
穫
中
期
以
降
の
干
ば
つ
、
肥
切

れ
等
で
果
形
乱
れ
が
生
じ
る
と
き
は

次
の
対
策
を
行
う
。

①
不
良
果
（
曲
り
果
な
ど
）
の
早
期
摘

果。②
若
ど
り
し
て
、
樹
の
負
担
を
軽
く

す
る
。

③
葉
面
散
布
、
適
切
な
追
肥
。

④
土
の
水
分
補
給
で
適
湿
を
保
つ
。

三
、
病
害
虫
防
除

褐
斑
病
に
つ
い
て
は
、
樹
勢
維
持

を
は
か
り
な
が
ら
、
ジ
マ
ソ
ダ
イ
セ

ソ
、
ジ
マ
ソ
レ
ッ
ク
ス
水
和
剤
六
〇

0
倍
の
初
期
防
除
に
努
め
る
。

[

水

稲

―

出
穂
後
の
水
管
理

水
稲
の
登
熟
期
間
に
お
け
る
灌
が

い
水
量
は
、
比
較
的
少
な
く
て
よ
い

時
期
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
出
穂
後

は
湛
水
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
時
期
に
土
壌
水
分
が

80
％
以
下

に
な
る
と
、
蒸
散
に
対
し
て
吸
水
が

追
い
つ
か
ず
光
合
成
が
低
下
し
ま
す

の
で
、
土
壌
水
分
を

80ー

90
％
に
保

つ
よ
う
間
断
湛
水
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

落
水
期
は
、
出
穂
後

3
0
?
3
5
日
が

適
期
で
あ
り
ま
す
が
、
土
質
や
天
候

の
状
況
等
を
考
慮
し
て
落
水
期
を
決

め
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
砂
質
土
等
で

落
水
後
、
乾
き
が
甚
だ
し
い
場
合
は
、

走
り
水
程
度
の
堪
水
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
最
近
は
、
コ
ソ
バ
イ
ソ
等
の
収

穫
作
業
の
た
め
、
早
く
落
水
す
る
傾

向
で
す
が
、
早
期
落
水
は
登
熟
歩
合

を
低
下
さ
せ
た
り
、
い
も
ち
病
の
発

生
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
下
さ
い
。

病
害
虫
防
除

山
間
部
や
い
も
ち
病
の
常
発
地
で

は
、
穂
い
も
ち
病
の
防
除
が
重
要
で

す
。
出
穂
直
前
と
穂
揃
期
に
防
除
し

て
下
さ
い
。

一
、
栗
の
収
穫
と
鮮
度
保
持

『
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
調
整
』

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
サ
イ
レ
ー
ジ
の

調
整
の
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
子
実
と
茎
葉

を
サ
イ
レ
ー
ジ
に
す
る
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
が
基
本
で
す
。

早
生
グ
リ
の
収
穫
は
、
八
月
下
旬

か
ら
始
ま
る
。
早
生
グ
リ
の
収
穫
時

期
は
、
高
温
と
乾
燥
で
シ
ワ
グ
リ
に

な
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
毎
日
収
穫

す
る
か
、
熟
期
に
達
し
て
い
る
毬
を

人
為
的
に
落
し
て
収
穫
す
る
と
鮮
度

保
持
が
で
き
る
。

二
、
家
庭
選
果
の
徹
底

腐
敗
グ
リ
や
虫
グ
リ
は
、
消
費
者

に
不
快
感
を
与
え
る
と
共
に
、
信
用

を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
家
庭
選

別
を
徹
底
し
、
病
虫
害
果
実
を
出
荷

し
な
い
よ
う
に
す
る
。

三
、
栗
の
秋
肥
施
用

秋
肥
は
、
樹
勢
を
回
復
さ
せ
、
翌

年
の
雌
花
着
生
を
促
す
た
め
に
施
用

す
る
。
施
肥
量
は
、
土
壌
条
件
、
品

種
、
樹
勢
、
樹
令
等
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
成
木
園
の

1
0
a
当
た
り
施
肥

量
•
愛
媛
く
り
化
成

4
0
k
g
を
標
準

と
し
、
九
月
中
旬
ま
で
に
施
用
す
る
。

四
、
栗
の
間
縮
伐
準
備

栗
樹
は
、
日
当
た
り
が
悪
く
な
る

と
枯
れ
枝
が
発
生
す
る
。
収
穫
期
に

枝
が
交
差
し
て
い
る
部
分
に
印
を
付

け
て
置
き
、
収
穫
後
に
間
伐
又
は
縮

伐
を
実
施
す
る
。

お知らせ

積立貯金 佐渡旅行の延期について
7月31日付で佐渡旅行の積立貯金がメ切り

でしたが募集人員が予定に達しておりません

ので 9月30日まで延期をいたします。
ご希望の方は早めに窓口までお申込み下さ

TEL  34-2123 

〔
収
穫
時
期
〕

収
穫
の
適
期
は
、
栄
養
・
子
実
割

合
・
品
質
か
ら
見
て
、
子
実
が
黄
熟

期
（
子
実
を
ツ
メ
で
押
し
て
み
て
少

し
へ
こ
む
時
期
）
に
達
し
た
時
に
収

穫
す
る
の
が
最
も
経
済
的
で
す
。

〔
原
料
切
断
〕

細
断
す
る
ほ
ど
サ
イ
ロ
の
埋
め
込

み
密
度
が
増
し
品
質
の
良
い
サ
イ
レ
ー

ジ
が
で
ぎ
る
が
、
繊
維
率
や
作
業
能

率
が
低
下
す
る
の
で

10ー

20
mm
を
目

安
に
切
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

〔
調
整
〕

10ー

20mm
に
切
断
し
た
原
料
は
、

サ
イ
ロ
内
で
平
均
に
な
ら
し
一

l
-

．

五
日
に
短
期
間
で
詰
め
込
み
ま
す
。

特
に
夏
場
の
気
湿
の
高
い
時
に
何
日

も
か
か
っ
て
詰
め
る
と
養
分
の
ロ
ス
・

色
・
に
お
い
の
悪
い
サ
イ
レ
ー
ジ
に

な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

闘
9
月
5
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
地
区

9
月
6
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
地
区

9
月
7
日
（
木
）
大
谷
方
面
地
区

9
月
12
日
（
火
）
宇
和
川
北
地
区

9
月
13
日
（
水
）
岩
谷
方
面
地
区

9
月
14
日
（
木
）
宇
和
川
南
地
区

9
月
19
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
地
区

9
月
20
旦
水
）
中
津
・
予
子
林
地
区

9
月
21
日
（
木
）
大
谷
方
面
地
区

9
月
26
旦
火
）
宇
和
川
北
地
区

9
月
27
日
（
水
）
岩
谷
方
面
地
区

9
月
28
日
（
木
）
宇
和
川
南
地
区

9
月
醤
油
配
達

9
月
L
P
G
配
達
予
定
日

9
/
2
（
土
）
大
屋
敷
・
大
平

9
/
5
（
火
）
上
石
丸
・
師
走
野
・
下
小
藪

9
/
7
（
木
）
藤
之
原
•
町
・
瓜
生
谷

の
一
部

9
/
9
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成
・

谷
・
百
ヶ
市
・
正
山

9
/
1
2

（
火
）
久
保
・
広
常
の
一
部

9
/
1
4
（
木
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾

9
/
1
8
（
月
）
広
常
・
影
地

9
/
2
0
（
水
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
口
•
上
汗
生

9
/
2
2
（
金
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

9
/
2
5
（
月
）
怒
田
野
尾
・
中
居
谷
・
嘉
城
・

カ
サ
ガ
ケ
・
道
野
尾
・
赤
岩
・
下
汗
生

9
/
2
7
（
水
）
瓜
生
谷
・
柳
・
郷

9
/
3
0
（
土
）
下
敷
水
・
中
敷
水
・
上
敷
水

．
菟
野
尾

9
月
8
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
地
区

9
月
22
日
（
金
）
宇
和
川
方
面
地
区
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人
間
は
生
ま
れ
て
く
る
の
に
父
や
母

を
選
ん
で
き
た
人
は
い
な
い
。
ま
た
、

部
落
解
放
運
動
へ
の
取
組
み

講

演

要

旨

「差別の現実に学ぶ」

大洲市議会議長

木元秋輝氏が講演

肱
川
町
同
和
教
育
協
議
会
総
会
が
七

月
二
十
八
日
、
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
回
は
、
同
和
教
育
を
推
進
す
る
た

め
、
指
導
者
の
立
場
に
あ
る
役
職
員
が
、

同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
、
理
解
を

深
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
洲
市
議

会
議
長
木
元
秋
輝
氏
を
招
ぎ
、

「
差
別

の
現
実
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
分
の
生
ま
れ
て
く
る
所
を
選
ん
で
く

る
人
も
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
、
こ
ん
な

に
せ
ち
が
ら
い
世
の
中
に
生
ま
れ
て
き

た
の
か
。
な
ぜ
私
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
差
別
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
感
じ
を
い
つ
も
思
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
私
は
、
な

ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
考
え
を
小

学
校
六
年
の
頃
か
ら
持
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
高
等
科
二
年
を
卒
業
す
る
と
長

浜
町
の
お
蚕
を
飼
う
と
こ
ろ
へ
奉
公
に

行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
た
い
へ
ん

ひ
ど
い
差
別
を
う
け
、
事
件
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
私
は
考

え
ま
し
た
。
部
落
問
題
を
解
決
し
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
怒
り

が
爆
発
し
て
事
件
が
お
き
た
。
こ
れ
は

差
別
を
さ
れ
る
者
に
対
し
て
は
凶
器
を

胸
に
突
き
付
け
ら
れ
た
よ
う
な
苦
し
み
、

悩
み
、
怒
り
が
出
て
き
た
結
果
で
あ
っ

こ。t
 私
は
そ
の
と
き
か
ら
、
こ
の
同
和
問

題
を
解
決
し
て
く
れ
る
、
話
し
合
い
の

で
き
る
、
理
解
し
て
く
れ
る
人
、
指
導

し
て
く
れ
る
人
を
選
ぶ
べ
き
だ
。
そ
う

い
う
人
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え

方
に
立
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
十
六
歳
で
海

軍
に
い
ぎ
ま
し
て
終
戦
を
経
て
帰
っ
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
帰
っ
て
き
て
も
こ

の
差
別
に
対
し
て
は
、
許
さ
な
い
、
負

け
て
は
い
け
な
い
、
い
わ
れ
な
き
差
別

だ
と
い
う
こ
と
に
徹
し
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
勉
強
を

始
め
ま
し
た
。
で
す
か
ら
私
は
、
差
別

は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
糾
明

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

差
別
観
念
が
社
会
的
意
識
と
し
て
存

在
し
て
い
る
こ
と
は
、
差
別
の
現
実
が

あ
る
以
上
、
こ
の
言
葉
は
当
然
残
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

差
別
観
念
の
存
在

こ
と
が
ま
ず
大
事
だ
と
い
う
考
え
方
で

四
十
九
年
間
こ
の
運
動
を
続
け
て
き
て

お
り
ま
す
。
私
達
が
運
動
を
始
め
た
頃

の
先
輩
は
、
も
う
一
人
も
お
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
運
動
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
課

題
で
あ
り
宿
命
だ
。
私
が
受
け
て
立
た

な
け
れ
ば
誰
が
や
ろ
う
と
い
う
考
え
方

に
立
っ
た
の
が
二
十
五
歳
の
と
き
で
す
。

こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
人
に
会
い
教
訓
を

う
け
ま
し
た
が
、
こ
の
同
和
問
題
が
残
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
、
今
で
も
身
を
も
っ
て
感
じ

て
お
り
ま
す
。

昨
年
十
月
、
大
洲
市
の
要
職
に
あ
る

方
が
ゆ
ゆ
し
き
差
別
発
言
を
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
潜
在
的
差
別
意
識
か
ら
出

て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
十
二
月
に

差
別
発
言
の
確
認
会
を
開
き
、
今
年
ニ

月
に
は
糾
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
糾
明

と
い
う
言
葉
に
は
明
ら
か
に
問
い
質
す

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
中
身
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う
し
て
差

別
発
言
を
し
た
の
か
、
そ
れ
に
は
原
因

と
背
景
が
あ
り
ま
す
。
原
因
と
は
何
か
、

そ
れ
は
潜
在
的
差
別
意
識
で
す
。
差
別

を
い
つ
か
ら
知
っ
て
い
た
か
と
質
問
し

ま
す
と
、
子
供
の
頃
か
ら
知
っ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。
背
景
と
い
う
も
の
は
そ

の
中
に
育
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
原
因
と

な
っ
て
ぎ
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

で
す
か
ら
社
会
意
識
の
変
革
が
そ
こ

社
会
意
識
の
変
革
が
必
要

結
婚
の
場
合
に
も
、
部
落
の
人
と
結

婚
す
れ
ば
世
間
体
が
悪
い
。
自
分
も
部

落
の
人
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
反
対
を
し
ま
す
。

差
別
観
念
は
、
過
去
か
ら
形
成
さ
れ
て

き
た
偏
見
に
よ
っ
て
発
生
す
る
わ
け
で

す
。
そ
れ
は
長
い
間
、
劣
悪
な
環
境
の

中
に
お
か
れ
た
と
い
う
実
態
の
中
か
ら

発
生
し
て
い
る
も
の
で
す
。
肱
川
町
で

も
結
婚
の
問
題
が
あ
り
ま
し
て
、
町
長

さ
ん
と
二
人
で
出
向
き
ま
し
た
。
難
航

は
し
ま
し
た
が
、
や
っ
と
解
決
し
今
は

赤
ち
ゃ
ん
も
生
ま
れ
、
な
か
な
か
う
ま

く
い
っ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
洲
で
も
結
婚
の
話
が
あ
り
ま
し
て
本

人
同
志
は
合
意
、
父
親
は
暗
黙
の
了
解
、

母
親
は
了
承
と
い
う
こ
と
で
二

i
-
――日

内
に
済
酒
持
参
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
結
婚
問
題
の
前
に

も
差
別
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
行
事
に

お
い
て
八
十
歳
の
人
が
本
人
だ
と
い
っ

て
出
る
世
帯
も
あ
れ
ば
二
十
歳
前
の
若

者
が
で
る
家
も
あ
り
、
女
が
出
れ
ば
息

子
が
お
る
の
に
ど
う
し
て
か
と
言
う
。

そ
う
い
う
地
域
の
し
き
た
り
が
あ
り
は

し
な
い
か
。
こ
れ
は
一
人
の
人
格
を
認

め
よ
う
と
し
な
い
地
域
の
差
別
意
識
で

す。
家
庭
に
お
い
て
も
発
言
権
は
主
人
の

言
う
が
ま
ま
、
入
浴
の
順
序
は
変
え
な

い
。
食
卓
の
準
備
は
主
婦
に
の
み
さ
せ

る
。
こ
れ
ら
も
、
家
庭
に
お
け
る
差
別

の
現
実
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

人
の
差
別
観
念
、
優
位
性

に
必
要
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
生

半
可
な
人
権
意
識
の
変
化
で
は
い
け
ま

せ
ん
。
と
く
に
利
害
が
対
立
す
る
と
部

落
差
別
の
引
ぎ
金
に
な
り
ま
す
。
あ
れ

よ
り
も
、
あ
れ
ら
よ
り
も
、
あ
の
地
域

よ
り
も
と
い
う
考
え
方
は
、
潜
在
的
差

別
意
識
と
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
物
事
を

一
緒
に
や
ろ
う
と
す
る
と
表
に
出
て
き

ま
す
。
そ
う
い
う
感
情
的
な
差
別
と
い

う
も
の
が
相
手
を
や
っ
つ
け
る
た
め
に

「
あ
れ
は
部
落
だ
」
と
い
っ
た
差
別
発

言
に
な
る
わ
け
で
す
。

対
象
地
域
に
は
財
産
も
土
地
も
な
い

か
ら
、
経
済
的
に
悪
か
っ
た
地
域
の
実

態
で
あ
っ
た
か
ら
仕
方
が
な
い
。
そ
う

い
う
所
に
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
運
が
悪

い
の
だ
と
放
置
す
る
。
そ
う
い
う
心
理

的
実
態
差
別
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

問
題
を
身
を
も
っ
て
経
験
し
て
い
る
も

の
は
、
こ
れ
が
差
別
の
現
実
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。人

の
差
別
観
念
を
差
別
行
為
と
し
て

表
に
出
す
の
は
、
利
害
関
係
と
優
位
性

で
あ
り
ま
す
。
優
位
性
的
差
別
意
識
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は

社
会
的
な
地
域
の
組
織
・
し
き
た
り
・

門
地
・
由
緒
の
あ
る
家
柄
・
宗
教
・
国

籍
な
ど
が
優
位
性
と
い
う
差
別
意
識
で

す
。
結
婚
差
別
に
お
い
て
は
、
家
柄
の

由
緒
・
宗
教
・
経
済
・
家
族
制
度
・
心

理
的
恐
怖
を
使
い
ま
す
。
職
業
的
差
別

に
お
い
て
は
、
権
力
に
ま
か
せ
る
、
つ

き
た
い
、
強
制
服
従
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
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身
分
保
障
の
あ
る
ぎ
れ
い
な
職
業
と
保

障
の
な
い
汚
い
職
業
、
学
歴
の
優
位
性
、

学
歴
差
別
も
あ
り
ま
す
。
投
書
・
落
書
・

電
話
等
に
よ
る
差
別
は
、
内
向
的
な
者

に
よ
っ
て
自
己
満
足
的
見
地
か
ら
発
生

し
七
す
。
こ
れ
ら
の
差
別
の
実
態
を
糾

明
し
明
確
に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
科
学
的
認
識
に
立
っ

て
問
題
を
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

六
十
四
、
五
歳
以
上
の
方
は
、
老
人

学
級
あ
た
り
で
随
分
、
同
和
教
育
を
う

け
、
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
四
十
歳
ま
で
の
方
も
、
小
・
中
・

高
・
大
学
で
基
本
的
な
同
和
教
育
を
受

け
て
い
ま
す
か
ら
理
解
が
す
す
ん
で
い

ま
す
。
遅
れ
て
い
る
の
は
四
十
歳
か
ら

六
十
五
歳
ま
で
の
方
で
、
こ
の
年
代
の

方
が
今
で
も
非
常
に
差
別
を
す
る
わ
け

細

で
す
。
こ
の
人
達
に
い
つ
頃
か
ら
差
別

国岱

”
を
知
り
ま
し
た
か
と
問
う
と
、
子
供
の

頃
か
ら
と
答
え
ま
す
。
潜
在
的
差
別
意

識
が
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
問
題
の
解

決
に
あ
た
っ
て
は
社
会
教
育
の
分
野
に

お
い
て
の
役
割
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

同
和
問
題
の
学
習
は
、
一
回
、
二
回
と

積
み
重
ね
て
聞
い
て
い
た
だ
く
立
場
に

な
っ
て
初
め
て
理
解
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
差
別
の
実
態
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
か
ら
、
沢
山
の
方
か
ら
、
ま
た
、
い

ろ
ん
な
角
度
か
ら
話
を
聞
い
て
物
事
を

判
断
、
分
析
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

＜
啓
蒙
活
動
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
部

落
の
歴
史
に
つ
い
て
も
、
科
学
的
な
認

識
の
上
に
立
っ
て
学
習
し
て
い
た
だ
け

な
け
れ
ば
と
思
う
わ
け
で
す
。

自
分
の
生
活
に
不
満
が
あ
る
と
、
例

え
ば
夫
婦
間
で
相
手
を
ど
な
り
ち
ら
す

鯰麟

講演をされる木元秋輝さん

と
い
っ
た
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
差
別
を

使
う
と
い
う
こ
と
も
お
こ
り
ま
す
。
家

庭
内
で
も
差
別
が
芽
生
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
気
づ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

差
別
意
識
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
一

人
一
人
の
考
え
方
も
大
事
で
す
が
グ
ル
ー

プ
学
習
、
集
団
学
習
、
集
団
的
物
事
の

判
断
と
い
う
の
も
必
要
で
す
。
お
互
い

が
話
せ
る
立
場
、
お
互
い
が
交
流
で
き

る
立
場
と
い
う
の
が
絶
対
い
り
ま
す
。

こ
れ
が
な
く
て
は
部
落
問
題
の
解
決
の

基
本
に
は
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

基
本
法
の
制
定

こ
れ
ま
で
差
別
の
実
態
を
話
し
ま
し

た
が
、
部
落
差
別
が
あ
る
以
上
、
こ
れ

を
な
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
、

私
た
ち
は
基
本
法
の
制
定
と
い
う
の
を

要
求
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
法

律
が
で
き
れ
ば
な
ん
と
か
な
ら
な
い
と

い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
法
律
と
い
う

の
は
人
間
の
行
為
を
変
え
、
行
為
は
人

の
態
度
を
変
え
人
の
心
を
変
え
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
す
。
運
転
者
に
シ

r卜

ベ
ル
ト
の
着
用
が
法
に
よ
っ
て
義
務
づ

け
ら
れ
る
と
、
み
ん
な
つ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

人
生
四
苦
八
苦
の
旅
路
な
り

差
別
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
と
い
う
、

言
葉
だ
け
で
な
し
に
、
差
別
を
し
た
ら

こ
う
い
う
制
裁
が
あ
り
、
こ
う
い
う
犯

罪
の
扱
い
に
な
り
ま
す
よ
と
、
規
制
を

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
ろ
う
と
思
う
わ

け
で
す
。

身
分
制
度
と
い
う
の
は
、
日
本
国
の

政
策
の
中
で
、
制
度
と
し
て
で
き
た
わ

け
で
す
か
ら
、
差
別
の
実
態
の
あ
る
間

は
、
行
政
の
責
任
と
し
て
問
題
の
解
決

に
と
り
く
む
べ
き
と
思
い
ま
す
。
解
決

に
は
法
に
よ
っ
て
規
制
を
す
る
、
行
政

の
責
任
、
国
民
の
課
題
・
義
務
と
し
て

と
り
く
む
、
こ
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

と
ん
よ
く
、

人
生
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
四

苦
八
苦
の
旅
路
な
り
と
い
う
話
を
私
は

よ
く
い
た
し
ま
す
が
、
小
学
一
年
の
と

き
お
寺
へ
行
っ
て
い
た
と
い
う
因
縁
か

ら
、
い
ろ
ん
な
書
物
・
文
献
か
ら
次
の

文
章
を
書
ぎ
出
し
ま
し
た
。

一
、
生
老
の
五
則
な
き
者
を
者
毒
と
い

ぅ感
謝

自

覚

充

足

希

望

歓

喜

二
、
人
間
は
業
苦
を
知
ら
ず
し
て
凡
夫

に
任
せ
置
け
ば
我
に
都
合
良
く
、
人

の
善
を
妬
み
我
が
逆
境
を
悟
ら
ず
ば
、

人
道
の
原
点
に
立
ち
寄
ら
ず
事
な
り

三
、
四
苦
と
は
必
然
の
道
理
と
解
く
な

り。
あ

い

ぺ

つ

の

り

愛

別

離

苦

ぐ

そ

の

う

え

馬

憎

会

苦

き

4ぅ
ふ

の

え

求

不

得

苦

ご

ん

ふ

せ

い

く

五

蘊

盛

苦

四
、
八
苦
と
は
む
よ
く
、

ご
お
よ
く

犀

年

記

扉

叫

幻

遷
戸
環
疇
〖
真
悪

特

欲

邪

見

五
、
人
生
倫
盗
な
ら
ず
し
て
世
の
逆
境

を
歩
は
許
し
が
た
き
旅
路
な
り
。

六
、
人
生
は
健
康
な
る
こ
と
一
度
な
り
、

弱
ぎ
こ
と
二
度
三
度
な
り
、
生
、
老
、

病
、
災
、
運
、
諸
者
は
勇
気
を
も
っ

て
歩
み
人
生
の
旅
路
を
誤
る
こ
と
な

か
れ

七
、
教
は
知
学
な
り
。
学
ぶ
こ
と
を
多

く
し
て
努
力
を
身
に
つ
け
訓
を
悟
る

と
い
う
。

八
、
育
は
人
の
道
を
知
ら
せ
識
を
修
め
、

人
生
の
旅
路
を
習
う
と
い
う
。

解
放
運
動
の
変
容

昔
の
部
落
解
放
運
動
は
、
話
し
合
い

も
な
く
問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
人
も

な
く
、
ま
た
、
少
な
か
っ
た
た
め
腹
い

せ
的
な
集
団
暴
行
傷
害
に
徹
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
あ
の
地
域
は
恐
ろ

し
い
、
よ
っ
て
た
か
っ
て
か
か
っ
て
く

る
ぞ
と
い
う
考
え
方
が
も
た
れ
て
い
ま

し
た
。次
に
三
十
四
年
？
三
十
五
年
前
に
な

る
と
、
差
別
を
し
た
ら
、
あ
の
人
も
職

場
を
追
わ
れ
た
。
あ
の
人
は
謝
罪
を
し

て
謝
罪
文
を
出
し
た
り
、
金
品
を
出
さ

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
時
代
も

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
日
の
解
放
運
動
は
違
い

ま
す
。
差
別
し
た
加
害
者
を
第
二
の
被

害
者
に
さ
せ
な
い
。
加
害
者
が
学
習
を

し
て
、
理
解
を
深
め
、
先
頭
に
立
つ
指

導
者
に
な
る
ま
で
、
そ
の
人
を
育
て
て

い
こ
う
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

差
別
事
件
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
差

別
し
た
者
に
対
し
て
は
、
一
刀
両
断
に

切
り
捨
て
よ
う
、
こ
の
迫
害
に
負
け
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
怒
り
の
心
を
秘
め
な
が

ら
、
理
解
を
し
、
協
力
を
し
て
指
導
者

に
な
っ
て
く
れ
る
ま
で
、
我
々
の
運
動

を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考

え
方
で
あ
り
ま
す
。
相
手
の
人
権
を
保

障
し
、
自
分
の
人
権
を
保
障
さ
れ
な
が

ら
、
処
理
し
て
い
く
と
い
う
の
が
今
の

時
代
の
取
り
組
み
方
で
あ
り
、
こ
れ
が

民
主
主
義
の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
被
害

を
う
け
た
団
体
が
、
軽
挙
盲
動
に
走
る

よ
う
な
時
代
は
過
ぎ
た
わ
け
で
す
。

日
常
生
活
に
お
け
る
一
般
的
差
別
、

部
落
差
別
の
問
題
に
つ
い
て
科
学
的
な

認
識
の
上
に
立
っ
て
、
実
態
的
な
分
析

を
し
な
が
ら
、
こ
の
差
別
解
消
に
、
こ

の
地
域
の
水
に
あ
っ
た
同
和
問
題
解
決

へ
の
取
り
組
み
に
徹
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を

賜
っ
た
ら
甚
だ
幸
せ
に
存
じ
ま
す
。
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町
内
の

二
、
三
歳
児
を
対

象
に
、
読
み
聞
か
せ
の
読
書

活
動
と
し
て
「
お
は
な
し
文

庫
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
で

二
十
二
回
目
を
数

え
ま
し
た
が
、
四
十
二
名
の

方
の
申
し
込
み
を
受
け
て
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

幼
い
子
ど
も
た
ち
は
、
絵

本
を
見
る
の
が
大
好
ぎ
で
す
。

と
く
に
、
お
と
う
さ
ん
の
ひ

ざ
の
上
で
、
絵
を
見
な
が
ら

話
を
し
た
り
、
ふ
と
ん
の
中

“
で
、
お
母
さ
ん
に
読
ん
で
も

ら
っ
た
り
す
る
の
が
大
好
き

で
す
。好
ぎ
な
本
と
な
る
と
、
何
度
．
で
も
く

り
返
し
て
、
同
じ
本
を
読
ん
で
も
ら
い

た
が
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
、
そ
ん
な
気

持
ち
の
ま
ま
で
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
、
私
た
ち
は
、
こ
の
「
お
は
な
し
文

庫
」
を
ま
わ
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
、
一
日
十

分
で
も
二
十
分
で
も
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
読
ん
で
あ
げ
て
下
さ
い
。

美
術
や
音
楽
な
ど
、
小
さ
い
時
か
ら

親
し
ん
で
き
た
も
の
は
、
自
然
に
身
に

つ
く
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
読
書
も
そ
の

―
つ
で
す
。
幼
児
期
か
ら
本
に
親
し
ん

で
い
る
と
、
必
要
な
本
を
読
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
に
、
抵
抗
な
く
本
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
を
本
好
き
に
す
る
―
つ
の
方

法
は
、
本
を
買
い
与
え
る
だ
け
で
な
く

大
人
が
一
緒
に
読
ん
で
や
る
こ
と
で
す
。

読
み
聞
か
せ
る
こ
と
は
、
幼
い
子
を

本
好
き
に
す
る
土
台
作
業
で
す
。
自
分

自
身
で
物
を
考
え
る
能
力
を
養
う
上
で
、

読
書
が
ど
ん
な
に
大
切
か
を
理
解
し
、

こ
の
「
お
は
な
し
文
庫
」
を
活
用
し
て

下
さ
い
。

ー
第
二
十
二
回
お
は
な
し
文
庫
—

し
て
い
ま
す
か
？

心
を
つ
な
ぐ
読
み
聞
か
せ

楽しい絵本がいっぱい

瓶が森登山に挑戦
ーわんばく学級一

頂上の女山で·……••

町
内
の
小
学
校
六
年

生
を
対
象
に
野
外
活
動

や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
中

か
ら
”
わ
ん
ば
v
“
を

育
て
よ
う
と
い
う
ね
ら

い
で
『
わ
ん
ば
く
学
級
』

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
五
年
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
今
年
は
、

少
し
進
め
方
を
変
え
、

”
歩
い
て
き
た
え
よ
う

“
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

年
三
回
登
山
を
計
画
し

ま
し
た
。

三
十
一
名
の
参
加
が

あ
り
、
午
前
六
時
三
十

分
に
肱
川
町
公
民
館
を

第
一
回
目
は
、
八
月

九
日
に
石
鎚
山
系
の
瓶

が
森
登
山
を
行
い
ま
し

こ。t
 

「
第
一
位

0
0小
学
校
タ
イ

・
・
:
」
町
内
小
学
校
水
泳
大

会
に
流
れ
る
ア
ナ
ウ
ソ
ス
の
声

は
、
正
山
・
大
谷
両
校
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
郡
大

会
に
も
肱
川
の
存
在
を
高
め
る

素
晴
ら
し
い
力
泳
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
「
ぼ
く
ら
、

0
0
の
練
習
で

水
泳
は
出
来
な
か
っ
た
も
ん
の
。
」

く
や
し
そ
う
な
子
供
の
声
を
耳
に
し

ま
し
た
。

五
月
十
四
日
、
県
の
植
樹
祭
に
お

け
る
岩
谷
小
の
子
供
た
ち
の
活
動
ぶ

り
は
一
際
目
立
ち
、
集
ま
っ
た
人
達

の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

八
月
二
日
全
国
高
校
総
体
漕
艇
部

開
会
式
。
約
千
人
の
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
選
手
役
員
、
沢
山
の
地
元
の
人
々

の
前
で
、
実
に
素
晴
ら
し
い
ト
ラ
ソ

ペ
ッ

ト
鼓
笛
隊
の
歓
迎
ド
リ
ル
演
奏

を
披
露
し
て
く
れ
た
中
野
小
の
子
供

出
発
し
ま
し
た
。
約
三
時
間

=
―
十
分
の
バ
ス
の
旅
で
瓶
が

森
登
山
ロ
へ
到
着
。

す
が
す
が
し
い
空
気
の
中

を
全
員
元
気
に
登
山
、
男
山

を
過
ぎ
女
山
で
昼
食
と
し
ま

し
た
。
当
日
は
霧
が
出
て
い

て
、
な
が
め
は
あ
ま
り
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全

員
登
山
の
ル

ー
ル
を
よ
く
守
っ

て
、
気
持
ち
の
よ

い
登
山
が

で
き
ま
し
た
。

二
回
目
に
は
、
十
一
月
に

た
ち
。
胸
が
ジ
ー
ソ
と
し
ま
し
た
。

や
が
て
、

N
H
K
合
唱
コ
ソ
ク

ー

ル
・
愛
媛
県
少
年
吟
泳
大
会
に
は
、

素
晴
ら
し
い
喉
と

ハ
ー
モ

ニ
ー
を
発

表
し
て
く
れ
る
予
子
林
小
の
子
供
た

ち
。
そ
し
て
正
山
小
の
太
鼓
゜

町
内
五
つ
の
小
学
校
が
、
少
な
く

な
っ
た
子
供
を
最
大
限
に
活
用
し
、

そ
の
学
校
で
し
か
出
来
な
い
個
性
を

築
か
れ
つ
つ
あ
る
の
に
対
し
て
、
町

民
の
一
人
と
し
て
指
導
さ
れ
る
先
生

方
と
子
供
た
ち
に
拍
手
を
お
く
り
た

、o
し

人
間
形
成
の
基
礎
に
な
る
の
は
、

教
科
学
習
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
上
に
全
校
児
童
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、
燃
え
る
も
の
を

持
つ
こ
と
は
、
何
物
に
も
替
え
が
た

い
「
自
信
・
誇
り
」
を
子
供
に
植
え

付
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

k
 

ふ
る
さ
と
の
京
の
森
登
山
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

み
ん
な
で
参
加
し
て
、
楽
し
い
思
い

出
に
残
る
わ
ん
ば
く
学
級
に
し
た
い
も

の
で
す
。



(13) 1。c。領 岱国細 伍

外国人とのふれあいもねらいの1つです

第
九
回
目
の
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
は
、
八
月

七
日
、
八
日
の
二
日

間
、
歴
史
民
俗
資
料

館
で
開
設
し
ま
し
た
。

今
年
の
内
容
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
歴

史
民
俗
資
料
館
内
の

展
示
品
の
名
称
及
び

説
明
書
き
の
主
な
も

の
を
英
文
に
作
成
し
、

掲
示
す
る
こ
と
と
、

英
会
話
の
学
習
で
し

こ。t
 今年
も
バ
ン
ト
ッ

ク
先
生
ご
夫
妻
、
森

川
先
生
（
麗
沢
高
校

教
諭
）
、
早
沢
孝
洋

さ
ん
（
麗
沢
大
学
二

年
）
、
馬
場
仁
さ
ん

（
麗
沢
大
学
二
年
）
、
リ
ッ
ク
・
ダ
ニ
エ

ル
ソ
ソ
さ
ん
（
麗
沢
高
校
助
手
・
カ
ナ

Welcome 
一第九回

to Hijikawa 
サマースクール一

校舎をバックにキャンプファイヤー

正
山
小
学
校
一
夜
学
習
会

旧
校
舎
と
と
も
に

一
夜
を
す
こ
そ
う
“

ダ
）
の
各
先
生
方
と
バ
ソ
ト
ッ
ク
先
生

の
甥
で
マ
ー
ウ
ィ
ソ
・
ト
ゥ
ー
リ
キ
ア

ソ
さ
ん
（
イ
ギ
リ
ス
）
も
参
加
さ
れ
ま
し

こ。f
 本
当
に
国
際
色
豊
か
な
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
と
な
り
、
参
加
し
た
中
学
生
に
と
っ

て
は
、
貴
重
な
体
験
で
、
刺
激
を
う
け

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

国
際
化
の
時
代
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

正
山
小
学
校
（
宮
部
博
文
校
長
・

人
）
は
、
今
年
度
校
舎
の
改
築
に
よ

り
今
ま
で
の
校
舎
と
は
お
別
れ
で
す
。

七
月
三
十
一
日
と
八
月
一
日
の
二
日
間
、

校
内
一
夜
学
習
会
と
し
て
、
旧
校
舎
で

の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

0

リ
ー
ダ
ー
の
実
践
力
を
強
化
す
る
。

0

規
律
あ
る
行
動
の
で
ぎ
る
子
供
を

育
て
る
。

．

0

自
分
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
し

て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
、
奉
仕
の

心
を
ひ
ぎ
出
し
、
か
つ
強
化
す
る
。

こ
と
を
目
標
に
お
き
ま
し
た
。

チ
ャ
イ
ム
等
を
つ
か
わ
ず
、
先
生
方

の
掲
示
・
助
言
等
も
極
力
ひ
か
え
て
、

子
ど
も
達
の
自
主
性
を
引
ぎ
出
す
活
動

を
し
ま
し
た
。
班
編
成
も
一
年
生
か
ら

六
年
生
を
混
成
と
し
た
縦
割
り
で
行
い

ま
し
た
。

尚
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
大
人
の
方
を
対
象

に
公
民
館
英
会
話
学
習
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
一
週
間
お
き
の
火
曜
日
と
し
て
い
ま

す。
詳
し
く
は
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い。

(
T
E
L
三
四
ー

ニ
三

0
七）

大
勢
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
二
日
問
、
ぎ
め
こ
ま
か
い
計
画

に
そ
っ
て
実
施
し
、
旧
校
舎
最
後
の
大

き
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
子
ど
も
達
が
、
新
校
舎
で
さ
ら

に
飛
躍
し
て
、
風
を
起
こ
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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1。8。領） 匝⑬頷｝R＠ 因 (14)

9月日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電話

3 日
菊原外科医院

24- 4646 
（大沙卜［市若宮）

（日）
高橋医院

44-2010 
（五十崎町）

1 0 日
石村整形外科

23- 5767 
（大洲市若宮）

（日）
佐々木整形外科

43-0101 
（五十崎町）

1 5 日
大訓記念病院

25-2022 
（大洲市徳森）

⑮ 
曽根医院 44- 2801 
（内子町）

1 7 日
根〖緒小児科医院 24- 3936 
（大ヽ洲市西大沙1、I)

（日）
芳我外科医院

44-2560 
（内子町）

2 3 日
村上医院 24-2346 
（大洲市常盤町）

(±) 堀川医院 43- 0555 
（内子町）

24 日
久保医院

25-0158 
（大、洲市新谷）

（日） 宝来医院 44- 2248 
（内子町）

※変更になる場合がありますので、前もって

連絡してからお出かけ下さい。

院救 急

病

曜 日 病 院 名 電話

月・火
大沙卜［ 市立病院

24-2151 
（大沙1、I市大沙I、I)

水
力日 戸 病 院

24- 5101 
（大洲市若宮）

木～日
大沙lヽ［中央病院

24- 4551 
（大沙I'［市東大沙卜1)

9
月

1
日
（
金
）

小

藪

集

会

所

午
前

10
時
ー
午
後

2
時

日

程

一

場

所

時

間

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

r靡〉

， ， ， ， 
日

月 月 月 月
27 18 6 5 
日 日 日 日
， ，ー、 ヘ ，←-一、

水 月 水 火 程
‘-- ‘-- ‘-' ‘-’ 

中 羽 正 中 岩 敷 森 白 場
居 座 覚 津 谷 水

集
石

谷 谷

集 集
集 集 公 集 集

会 人云 人云 会 民 会
会
会

所 所 所 所 館 所 所 所 所

工< 午即‘ ’ 午即‘ ’ ； 午月‘’ l」； 午月‘’ IJ 時
2 1 10 10 1 10 1 10 
時 り門時 門門門門30 30 

？ 2 11 ？ 2 1 1 2 1 1 時 時 時 時 時 時
3 1 1 30 30 30 30 
時 時 分 分 分 分
30 30 間
分 分

c
健
康
相
談日
。
日

9
月

16
日
（
土
）

（
出
す
の
は

9
月

lS
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・
大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除

・
大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日

▽
日
時

9
月
12
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽
場
所
保
健
セ
ソ
タ
ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＜
 

▽
収
集
日

◎
9
月
の
不
燃
物
収
集

※
二
枚
一
組
で
千
五
百
円

枚

八

百

円

町
で
は
、
こ
の
程
、
全
国
高
校
総

体
が
開
催
さ
れ
る
の
を
記
念
し
て
、

テ
レ
ホ
ソ
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
印
刷
で
二
枚
一
組
に
な
っ

て
い
ま
す
。

二
枚
共
、
鹿
野
川
湖
の
写
真
で
出

来
て
お
り
、
観
光
用
と
し
て
も
好
評

で
す
。
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
テ
レ
ホ
ソ

カ
ー
ド
、
ご
自
身
は
も
と
よ
り
、
お

み
や
げ
と
さ
れ
て
も
よ
ろ
こ
ば
れ
ま

す。
次
の
と
こ
ろ
で
、
取
扱
い
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー

◎
役
場
・
観
光
係

プ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

い
り
ま
せ
ん
か ？
 

広
常

上
森
山

石
河
健
次
さ
ん

長

男

哲

也

ち

ゃ

ん

(80
歳）

0

日
時
九
月
二
日
（
土
）

午
後
二
時
？
午
後
五
時
三
十
分

0

場

所

大

洲

中

央

公

民

館

・

八
幡
浜
市
役
所

0

相
談
内
容
一
般
法
律
相
談
・

交
通
事
故
相
談
等

お
気
軽
に
お

出
か
け
下
さ
い
。

*

＊

＊

＊

*

＊

 

＊

＊

 

＊
 

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
 
＊
 
*

＊

＊

＊

＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

＊

 

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 
＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

＊

 

兵
頭
重
清
さ
ん

あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と

地
域
で
の
行
事
や
、
ほ
ほ
え
ま

し
い
出
来
事
な
ど
が
あ
り
ま

し
た

ら
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

お
伺
い

し
て
取
材
し
、
広
報
や

放
送
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

電
話
で
結
構
で
す
。

電

話

三

四

ー

ニ
三
一

役
場
広
報
係
ま
で
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